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　自動運転のレベルについては、米国のSAEレベル
というのが統一的に使われています。

●自動運転のレベル定義

●実用化は！？

自動運転をめぐる警察庁の取り組み

 警察庁では、導入過程における安全確保を図りつつ、
法制度の検討を含めて、自動運転の段階的実現に向
けた取り組みを進めています。平成27年10月から有識
者を交え、法制度面を含む各種課題検討を行うととも
に、国内において自動運転にかかる公道実証実験が行
えるようにするためのガイドライン等を策定、公表しまし
た。また、国際条約に関し、我が国が締約しているジュ
ネーブ条約では、車両には運転者がいなければならない
ことなどが定められており、国際条約との整合性を図る
措置が必要になると考え、国連での議論にも積極的に
参画しています。
　さらに自動運転システム実用化に向けた研究開発に
関して、自動車が信号情報等をリアルタイムに認識し、
制御を行えるよう信号情報等を提供する路側システム
等の研究開発を実施しています。

警察庁の取り組み

　交通事故による死亡者数は年々減少しているものの、事故発生件数や負傷者数は増加しています。警察庁でも自動
運転や運転支援システムなど、先進技術の活用を推進していく考えがあるようです。

自動運転で「世界一安全な道路交通」の実現へ

　交通法規等の在り方など、より具体的に検討しなければならない課題もあります。例えば、レベル3の車が自動運転
モードで走行している時に、運転手は運転以外の活動をどの程度して良いかという問題があります。緊急時にシステムか
ら交代要請があった場合は、運転者が対応をしなければならないため、何をしていても良いということにはならないと考えら
れます。

実用化に向けた課題

　自動車メーカーだけでなく、IT企業
も参入し、実用化に向けた動きが活
発になっています。社会に広まるまで
にはまだ時間がかかると考えられます
が、私たちが考えているよりも早く、開
発と法整備が加速していくでしょう。
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米国自動車技術会（SAE）の定義
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ZMPが全国初の遠隔型自動運転
システム公道実証実験を開始

こんな時代が
くるかも！？

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：０５４－６４１－２０００

小売業横ばい、建設業、卸売業、
製造業、サービス業悪化

当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。

平成29年10月～ 12月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。

※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率71.5％

【主要な表現について】

○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。　○ＤＩ値：（増加・好転と回答した割合）－（減少・悪化と回答した割合）

悪化すればするほどＤＩ値は▲（マイナス）になります。

平成 29年 10月～ 12月　中小企業景況調査　結果報告書
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全産業◆ 建設業■ 製造業▲ 小売業▲卸売業× サービス業●

業種別業況判断の動向表１

景気動向
調査

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲19.7で前回（H29年7月～ 9月）より9.3ポイント悪化。今回は小売業

が横ばい、他業種は悪化しました。今回特に悪化した建設業では受注・新規契約工事額が減少

しており、今後の経営課題として請負単価の低下・上昇難への対応があげられました。

全産業売上高の推移：前回（H29年7月～ 9月）より全体で5.4ポイント悪化しました。

全産業資金繰りの動向：前回（H29年7月～ 9月）のDI値から10.6ポイント悪化しました。

全 産 業 採 算 の 動 向：前回（H29年7月～ 9月）より全体で8.6ポイント悪化しました。

全産業雇用人員の動向：今回は16社が増加したと回答し、前回（H29年7月～ 9月）のDI値から3.1ポイント改善しました。

管内全産業の業況
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